
＜例＞ 評 価 の 位 置 付 け （絵や立体、工作に表す題材）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的…態度

各単位時間で重点を置く評価の観点は、指導者の
授業の「ねらい」によって、変わります。

単位時間

【小学校 図画工作】
題材の指導計画における観点別評価（評定に用いる評価）の位置付け 〈例〉

評 価 規 準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自分の感覚や行為を通して～

・～形や色などに気付いている。
・～形や色などの感じが分かって
いる。
・～形や色などの造形的な特徴
を理解している。

形や色など（の感じ）（造形的な特
徴）を基に、イメージをもちながら、
～

・身近な○○や□□など～どのよう
に活動するか考えている。（造形遊
び）
・感じたこと、想像したこと、
～どのように（主題）を表すかにつ
いて考えている。（絵や立体、工
作）

つくりだす喜びを味わい楽しく
（進んで）（主体的に）～

・～○○で造形遊びをする学
習活動に取り組もうとしている。
・～○○を組み合わせて、絵
（工作）（立体）に表す学習活
動に取り組もうとしている。

・身近で扱いやすい材料や用具
～
・材料や用具を適切に扱うととも
に～
・活動（表現方法）に応じて～

～活動を工夫してつくっている。
（造形遊び）
～工夫して表している。（絵や立
体、工作）

形や色など（の感じ）（造形的な特
徴）を基に、イメージをもちながら～
・自分たちの作品や身近な材料～
〔１，２年〕
・自分たちの作品や身近な美術作
品～〔３，４年〕
・自分たちの作品、我が国や諸外
国の親しみのある美術作品～
〔５，６年〕
～見方感じ方を広げて（深めて）い
る。

・つくりだす喜びを味わい楽し
く（進んで）（主体的に）△△を
鑑賞する学習活動に取り組も
うとしている。

はばたく群馬の指導プランⅡ題材のつくり方
（例：Ａ表現「絵や立体、工作に表す」）
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※枠内は定型文例と は評価内容

【知識】 〔共通事
項〕アを基に作成
下線部は、題材に
即して、文言を削除
したり追記したりす
る。
造形的な視点を豊
かにするための知
識として評価する。

【技能】Ａ「表現」
（２）アイを基に作
成
下線部を具体的な
用具や材料に変え
て示す。
表現の活動を通して育
成する技能の資質・能
力を評価する。

【思判表
（発想・構想）】
〔共通事項〕（１）
イ、Ａ「表現」（１）
アイを基に作成
発想・構想に関
する資質・能力
を評価する。

【思判表
（鑑賞）】

〔共通事項〕（１）
イ、Ｂ「鑑賞」
（１）アを基に作
成
鑑賞の関する資
質・能力を評価
する。

【主体態（表現）】
「知識及び技能」
「思考力，判断力，
表現力等」を身に
付けようとしたり、
発揮しようとするこ
とへ向かう主体的
な態度を評価す
る。

【主体態（鑑賞）】
造形的な面白さ
や楽しさ、表した
いこと、表し方な
どを基に、見方や
感じ方を広げたり
深めたりしようとす
る姿を評価する。

○○や□□、下線部については、題材
に応じた材料等を記載する。

△△については、題材に応じ
た鑑賞の対象を記載する。

【思判表（発想・構想）】

表したいことを生み
出し構想を練ってい
るかを評価

【知技】題材で使
用する材料や用
具等に慣れ（生か
し）（活用し）、表し
方を工夫している
か、知識と一体的
に評価

【思判表（鑑賞）】
造形的なよさや面白
さ、美しさなどについ
て考えているか評価

【主体態（鑑賞） 】
楽しく（進んで、主体
的に）取り組もうとして
いる態度を評価

【主体態（表現） 】
題材全体を通して評
価

記

記

記

【主体態（表現） 】
「発想・構想」や『知
識・技能」に関する
態度を評価

【思判表
（発想・構想）】

表したいことを生み
出し構想を練ってい
るかを評価

記

【知識】作品鑑賞
などを基に、形や
色などの感じや造
形的な特徴を理
解しているかをみ
とり指導に生かす。

【主体態（表現）】
「知識理解」や「発
想・構想」に関する取
組の態度を評価

・ は、題材の観
点別学習評価の総括
に用いる「題材の評
価規準」を示していま
す。
・目標の実現状況が
生徒の反応から顕著
に見られる場面を精
選します。
・学習過程の後半で
の、記録が多くなるこ
とが考えられます。

「評定に用いる評価」
（評価したことを記録に残す）

＝ 記

「出会う過程」の活動内容により、重点を置く評価
の観点は変わります。（３観点全て評価するわけで
はありません。）

全ての単位時間にお
いて、「ねらい」に即し、
児童の学習状況を見
取り、必要があれば、
教師が指導、支援す
るなどして、その改善
を図ります。

「指導に生かす評価」
（学習状況を見取る）

記

学習指導要領「２ 内容の取扱いと指導上の配慮事項
の〔共通事項〕の取扱い」と題材との関連を考慮する。

【知技】完成作品
やワークシートなど
から評価を再確認

【思判表（鑑賞）】
【鑑賞】ワークシート
などでの見取り

・題材終了後、完成作品やワーク
シート、アイデアスケッチなどを基に、
必要に応じて評価を修正する。

＜題材終了後＞

記記

【思判表
（発想・構想）】
表したいことの変化
などを基に再度評価

記


